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＜連絡事項＞

· 本日13：30～避難訓練実施。

· 11/20（金）11/23（月）院内研修あり。

· 11/24（火）17：30～看護グループ研修あり。テーマ『精神科初任者研修③』で対象者1～2年目の職員。

· 青陽館クリスマス忘年会にて、御家族への案内書を作成中。また、御家族分の昼食・ケーキについては日清やアズ―ルに確認を行っていく。

＜利用者様情報＞

· 島浦　美千男様～昨日の夕食時、余った副菜を無断で持っていくことあり、「貰ったすけ」とスタ

ッフに事後報告している。余った分が欲しい時は、事前にスタッフに声をかけることを説明している。

· 高橋　百壽　様～現在、キザミ食を摂取しているが、常食で余ったおかずを「良く噛むから欲しい」

と話されている。現在の食事形態とは異なる為、希望通りには出来ないこと説明していく。

また、昨年よりB型肝炎の診断が出ていると本人話されている。診断書もなく、詳細不明の為、外来に情報提供し検査を実施して戴くこととしている。

· 川口　尚良　様～新型インフルエンザ予防接種について、当院では特定疾患の対象外であること

昨日説明している。それからイライラ感があるとのことで、「昨日、デイケアのガラスを割ってくれば良かった」「酒飲む。飲むならスタッフの前でやる。アルコールの患者はこういうことをするんだって見せ付けてやる」と話されている。実際に行動化出来るのか問うと、「出来ない」と話されている。何でもアルコール依存症に繋げて考えることが、依存症の特徴であることを指摘し、行動を振り返って戴いている。

また、AAに参加出来ていない件について、「自分は、かまって欲しくて行かない理由をつけて参加していないだけかもしれない」と話しており、次回のAAには参加すると話されている。

· 森田　清助　様～胸痛があるとのことで、本日デイケア欠席している。内科にて狭心症の薬を出し

てもらったとのこと。来所時、体調について確認を行っていく。

· 其田　淑子　様～グループホーム退所後、南陽館（週2回）とデイナイトケア（週2回）併用する

方向だと、介護保険の話し合いで決まったと本人話されている。介護保険（要支援1）では、デイナイトケア利用は3割負担となる為、青明舎に情報提供し詳細を確認することとしている。

· 種本　サハ　様～介護保険での話し合いにて、グループホーム退所後は南寿の里を利用していく方

向となっている。南寿の里の入所料金が月9万円とのことで、3割負担になるデイナイトケアの利用は金銭的に厳しいと考えられる。本人の生活能力を考慮しながら、関係機関に情報提供していく。

· 下妻　康貴　様～一昨日、隣人が何度も本人宅のドアを叩いて「部屋にウジやダニがわいて出てく

るから1晩泊めて欲しい」と訴えてきたとのこと。以前も「仕事を紹介してくれ」など様々話し掛けられたことがあり、怖いと話されている。男性は45歳とのことで、同アパートに住む前野義勝様より、「その人の部屋の前に、女の人が裸で外に出されていたことがある」との情報もある。青明舎にも情報提供し、何かあったら連絡するように本人にも説明している。

· 柳町　信之　様～以前、自宅で使用しているストーブが不完全燃焼しているとのことで、青明舎に

情報提供している。その当時、衣類から石油の臭いがすることがあったが、昨日は異臭なし。ストーブに関しては「まだ使っている」と話されている。青明舎スタッフかお兄様に見てもらうように説明している。

＜避難訓練＞

○実施内容

１３時３０分１５秒　　火災警報機の警報音が鳴る

　　　　　　２０秒　　出火場所の確認

　　　３１分００秒　　初期消火

　　　　　　５５秒　　消防機関への通報

　　　３３分００秒　　施設内部への情報伝達

　　　３２分１５秒　　区画形成

４５秒　　避難誘導と残留者なしの確認

３６分４５秒　　人員確認

５０秒　　防火管理者へ報告する

　　　５５秒　　避難訓練終了

○振り返り

· 警戒音が鳴ると、すぐに避難誘導したスタッフがいた。また、「２列に並んでください」とメンバーを廊下で待機させていた。

⇒警戒音が聞こえたら、まずはその場にメンバーに待機させ、警戒音が鳴った原因（本日の場合は出火）、出火場所・避難誘導場所が分かってから避難誘導する。

· ２階が出火していないか確認するスタッフが１人もいなかった。

⇒警戒音が聞こえたら、２階の残り番はメンバーを待機させた上で、２階に異常がないか確認する。

· 警戒音の止め方がわからず、警戒音を止めずに、消防機関へ通報していた。

⇒消防機関へ通報時には、警戒音を止める。

　１度、全スタッフを集め、警戒音の止め方を教える必要性がある。

· 避難誘導時、無言で誘導していたスタッフがいた。また、声が小さくて聞こえないスタッフがいた。

⇒大きな声で、出火場所、誘導先を何度も叫ぶ。女性スタッフは、警戒音と声の高さが同じ方もおり、声が聞こえにくい場合があるので、低い声で叫ぶ等工夫する必要がある。

⇒残留者確認するスタッフも「避難して下さい」「残留者なし」など大声で叫びながら確認した方が良い。

· 人員確認後、リーダーがSGMに報告する予定になっていたが、避難先にリーダーが来なかった（施設内で防災委員長と確認を行っていた）為、誘導スタッフが人員確認の報告をSGMに報告した。

○今後、業者に確認すること

· 特殊仕様になった場合、エレベーターに居た人は閉じ込められるのか？

· 特殊仕様になった場合もスタッフルームの鍵は、鍵を仕様しないとあけられない仕組みのままか？

※次回は、スタッフに訓練の日時を伏せたまま、避難訓練するよう委員長より提案あり。

＜外来情報＞

· 大久保　律子様～調子はまずまずと話す。昨日、眼球上転あったと報告し、薬を希望している。

· 横町　浩　　様～まだ、調子悪くなるとのこと。仕事がないから働けないと話す。

· 久保　興介　様～夕方になると幻聴があるとのこと。しゃべるのが疲れると話すと、担当医より疲　

れない程度にして、つかれたら休んでも良い事を伝えている。

· 島浦　美千男様～「眠りは今ひとつだが、マイペースで出来ている」と話す。新型インフルエンザ

予防接種施行。

· 田名部　一樹様～急に起きあがったら眩暈があり、1時間休ませて貰ったと話している。日中眠気

はあるが、調子は良いと思うとのこと。

· 村田　昭一　様～落ち着いており、体調も良いとのこと。
















